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１ 体験活動とは

体験を通じて何らかの学習が行わ
れることを目的として、体験する者に
対して意図的・計画的に提供される
体験

体験活動とは

中央教育審議会答申「次代を担う自立した青少年の育成に向けて」（平成１９年１月３０日）より



【生活・文化体験活動】
放課後に行われる遊び・お手伝い・野遊び・スポーツ
・部活動・年中行事

１ 体験活動とは

【自然体験活動】
登山・キャンプ・ハイキング・星空観察・動植物観察

【社会体験活動】
ボランティア活動・職場体験活動・インターンシップ

体験活動の内容
社会を生き抜く力を
養う効果に期待



２ 青少年の体験活動の現状と課題

引用：国立青少年教育振興機構．「青少年の体験活動等に関する意識調査（令和４年度調査）
～減少する体験活動、放課後や休日の過ごし方の実際〜」．R６.５



２ 青少年の体験活動の現状と課題

引用：国立青少年教育振興機構．「青少年の体験活動等に関する意識調査（令和４年度調査）
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２ 青少年の体験活動の現状と課題

引用：国立青少年教育振興機構
「青少年の体験活動等に関する意識調査（令
和４年度調査）～減少する体験活動、放課後や
休日の過ごし方の実際〜」．R６.５



２ 青少年の体験活動の現状と課題

● 昔のこどもに比べ、今のこどもは自然の中で遊んだ経験が少なく、体力も運
動能力も低い状況にある。しかし、こどもが自由にのびのびと遊べる場所や環
境も少なくなってきている。

● 最近は、家族や友だちと一緒に自然体験を行う機会は増えつつあるものの、
公的機関や民間団体等が行う自然体験活動に参加したこどもの割合は少なく
なってきている。

● 放課後や休日に行われる体験活動は、家庭の経済状況や保護者の考えに
左右されやすいことから、成育環境によってこどもの体験に格差が生じている。
経済的に厳しい家庭・・・（中略）・・・運動やスポーツの経験、ボランティア活動
や地域行事への参加、文化芸術に触れる体験が少ない傾向にある。

引用：こども家庭庁こども家庭審議会基本政策部会（第５回 令和５年７月２５日開催）
委員提出資料「『多様な体験活動の機会づくりと参加促進』について」より



３ 青少年の体験活動の必要性

令和２年度「体験活動等を通じた青少年自立支援プロジェクト」
「青少年の体験活動の推進に関する調査研究 報告書」
（令和３年３月 文部科学省）

結果①
小学生の頃に体験活動などをよくしていると、その後
の成長に良い影響が見られることが分かった。

結果②
体験活動をよくしていると、家庭の経済状況に関わら
ず、良い影響が見られることが分かった。



３ 青少年の体験活動の必要性

体験活動の影響

自然体験（図１）では主
に自尊感情や外向性、
社会体験では小・中・高校
生時期の向学校的な意識
（勉強・授業が楽しい）、
文化的体験は上記の意識
とともに、新しいことに興味
を持つ意識や肯定的な未
来志向にも良い影響が見
られることが分かった。 図１ 自然体験×自尊感情

出典：令和２年度「体験活動等を通じた青少年自立支援プロジェクト」
「青少年の体験活動の推進に関する調査研究 報告書」（令和３年３月 文部科学省）



３ 青少年の体験活動の必要性

遊びの影響

遊び相手などによる影響
を分析したところ、異年齢の
こどもや家族以外の大人と
よく遊ぶなど多様な相手と 
遊ぶ機会が多いと、自尊感
情（図２）や外向性などに
良い影響が見られることが
分かった。

図２ 遊び相手の多様性×自尊感情

出典：令和２年度「体験活動等を通じた青少年自立支援プロジェクト」
「青少年の体験活動の推進に関する調査研究 報告書」（令和３年３月 文部科学省）



３ 青少年の体験活動の必要性

お手伝いの影響

お手伝いを多くすること
による影響を分析したとこ
ろ、自尊感情や外向性（図
３）を始め、新しいことに興
味を持つ意識や肯定的な
未来志向、向学校的な意識
など、全ての意識に良い影
響が見られることが分かっ
た。

図３ お手伝いの機会×外向性

出典：令和２年度「体験活動等を通じた青少年自立支援プロジェクト」
「青少年の体験活動の推進に関する調査研究 報告書」（令和３年３月 文部科学省）



３ 青少年の体験活動の必要性

読書の影響

読書を多くすることによる
影響を分析したところ、新し
いことに興味を持つ意識や
自分の感情を調整する意
識、 肯定的な未来志向、
小・中・高校生の時期の向
学校的な意識（図４）に良
い影響が見られることが分
かった。 図４ ７歳の頃の読書冊数×１４歳の「向学校的な意識」の割合

出典：令和２年度「体験活動等を通じた青少年自立支援プロジェクト」
「青少年の体験活動の推進に関する調査研究 報告書」（令和３年３月 文部科学省）



３ 青少年の体験活動の必要性

家庭の経済状況と体験活動による影響

世帯収入の水準別に分
けて体験と意識との関係を
分析したところ、収入の水
準が相対的に低い家庭に
ある子どもであっても、自然
体験の機会に恵まれている
と、家庭の経済状況などに
左右されることなく、その後
の成長に良い影響が見ら
れることが分かった。

図５ ８歳の頃の自然体験の機会×１７歳の「自尊感情」の
得点（収入水準別）

出典：令和２年度「体験活動等を通じた青少年自立支援プロジェクト」
「青少年の体験活動の推進に関する調査研究 報告書」（令和３年３月 文部科学省）



４ 実践事例

キッズアドベンチャーキャンプ（令和６年度）

【目的】自然体験・生活体験を通して、自尊感情や向上心、困難に立ち向かう心
を育てる
【活動内容】
○県内４施設それぞれの特色を生かした体験活動を実施
・社会教育総合センター：人間関係づくり、キャンプの基本習得
・少年自然の家「玄海の家」：海浜活動、シーカヤック（カヌー体験）
・国立夜須高原自然の家：竹の伐採体験、竹を使った工作体験
・英彦山青年の家：英彦山トレッキング、野外調理



４ 青少年の体験活動の方向性

子供の体験活動推進宣言（令和４年６月）

次代の社会を担う者として新たな価値を創造する力、対立やジレン
マを克服する力、責任ある行動をとる力等を身につけていくためにも
リアルな体験活動は重要です。・・・（中略）・・・ 文部科学省は子供
たちの体験活動を推進するため、経済界と連携して以下を目指した
取組を進めます。
○ 経済界の協力を得て、子供の体験活動の量的・質的な充実を目
指します。
○ 働く人が学校や地域の活動に参加しやすい環境づくりを目指し
ます。
○ 経済界との対話を促進し、体験活動における学校と地域・企業
の連携体制の構築を目指します。



５ 青少年の体験活動の方向性

福岡県が目指す青少年像

青少年が自分自身を大切にした上で、相手のことを尊重し互い
の多様性を認め、思いやりの心を持って社会的な自立を果たせる
よう「豊かな心と志を持つたくましい青少年」とします。

福岡県青少年健全育成総合計画（福岡県青少年プラン）（令和４年３月発行）

〔４本の柱〕
柱１ 全ての青少年の「生き抜く力」の育成
柱２ 未来を切り拓く青少年の応援
柱３ 社会的自立に困難を抱える青少年やその家族への支援
柱４ 青少年の成長を支える環境の整備



５ 青少年の体験活動の方向性

◎青少年の育成のために

〈方向性１〉 多様な「体験」の機会や場の創出
○一つの体験ではなく、多様な体験をすることが必要
○周りにいる大人が「意図的」（何のために）「計画的」に（継続性や
発展性をもって）その機会や場を設けるようにすることが大切

〈方向性２〉 多様な体験活動を推進する社会的仕組みの構築
○家庭・地域・学校が連携・協働し、社会全体で支える仕組みが必要

社会教育・生涯学習
関係職員等

青少年施策の総合的・
計画的な推進

体験活動の指導・助言
地域の実情に応じた
施策の展開

各地域、民間団体、
企業との連携・協働 必要な情報提供や

調整などの支援
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